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平成 10 年度委託試験で注 目 さ れ た 病害 虫 防 除薬剤
あ ら い ま す み か ど た 吋 ん ご社団法人日本植物防疫協会試験事業部 新井 真澄 ・ 門 田 健吾

平成 10 年度の段薬委託試験は， 10 月 20 日 に 開催 されたリンゴ良薬連絡試験成績検討会をは じ め と して ， 一
般委託試験地域成績検討会並びに総合判定会議， 各連絡試験成績検討会が順次開催 さ れ， 1 月 13�14 日の生物農薬連絡試験成績検討会 ま で， 依頼さ れた薬剤の各種病害虫に対す る効果や薬害， 使用方法の検討が行われた。こ こ では， 平成10 年度に依頼 さ れた試験の中で， 注目さ れた薬剤並びに その傾向等について紹介する 。

I 平成 10 年度の委託薬剤の動 向

〔殺菌剤〕本年度依頼さ れた委託試験薬剤は 239 剤でそれらの薬剤は複数の作物， 病害に対して延べ 2 ， 220 試験が国公立試験研究機関等で実施さ れた。 新規化合物単剤および既知化合物 と の混合剤は全体の約 26%を占め， 昨年 と ほぼ同数であった。 しか しながら ， 既知化合物製剤の減少に よ り 前年の委託薬剤数 と 比較す る と 約 9%の減少 と なった (図-1 ) 。試験の分野別に見る と ， イ ネ ・ ムギ関係は�剤数， 試験件数 と も 大 き く 減少 した。 試験に 供 さ れた 72 薬剤は成分から見る と ， 新規化合物を含む も のが多 く ， 既知化合物の混合剤は少なかった。 また製剤面か ら見る と ， 箱粒剤な どが多 く ， 単純混合剤を主 と した粉剤の試験数に関 し て は 2 年前の約 1/5 に ま で減少 し て い る (図ー2 ) 。このこ と がイ ネ ・ ムギの試験件数を減少さ せている要因
の一つであ ろ う 。 今後 も この傾向は続 き ， 開発の主流は環境面に配慮 した箱粒剤やその他の処理法に移行す る ものと思われる。 また病害 と してはい も ち病， 紋抗!i病に対する試験が半数以上で， 両病害の同時防除 ( 1 回処理)を目指す混合剤 も 現れた。 さ ら に ， い も ち病に登録のある箱施用剤の白菜枯病に対す る適用拡大試験 も 多 く 見 られた。 野菜 ・ 花き 関係では薬剤数は例年なみであったが， 試験件数はやや増加した。 ス ト ロ ビルリン系の新たな剤の出現 も あったほか， 系統は不明だが， 抗菌活性の広い剤が目立つ て き てい る 。 メチブロ代替剤は適用拡大の最終段階に き て い る よ う である 。

The Remarked Pesrticides for the Efficancy Stlldy i n  japan 

( 1998). By Masllllli Alv\I and Kengo KADOTA 
( キ ー ワ ー ド : 殺虫剤， 殺菌剤， JPPA， 委 託試験， 平成 10 年

度)

連絡試験関係では， 落葉果樹で も 前述の野菜関係 と 同様に抗菌活性の広い新規剤が見 ら れる よ う にな り ， 試験数は15%ほ ど増加 した。 特にべ と 病を中心 と したブ ドウの試験依頼が目立つた。 シパ関係がやや減少した ものの， その他カ ン キ ツ ， リ ン ゴ， チ ャ は昨年 と ほぼ同様であった。 生物J�薬では新規剤が 2 剤加わ り 委託薬剤， 対象作物と も に充実 し て き た感があ る 。
〔殺虫剤〕本年度依頼さ れた薬剤数は 263 (生物農薬 ・ 展着剤を除 く ) で， そ れ ぞれ複数の作物 ・ 害虫 に 対 し て 延べ2 ， 905 件が試験され， ほぽ前年 と 同数であった。 新規化合物の薬剤数は 78 と 前年同様少なかった も のの， 新規化合物 と 既知化合物の混合剤は16 件 と イ ネ用粉剤 ・ 箱粒剤を中心に増加傾向に転 じ て いた (図-3) 。薬剤の種類を見てみる と ， 新系統の作用機作を持つ薬剤が例年通 り い く つか見 られた。 特に選択的な活性や昆
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図 - 3 殺虫剤効果試験依頼薬剤数の推移

虫の気門閉鎖等の物理的作用性を持つ剤， 合成性フ ェ ロモ ンな どの環境に影響が少ない と 思われる剤が多 く なって き てお り ， 今後の展開が注目さ れる 。試験分野別に見る と ， イ ネ ・ ムギ関係では適用拡大 と混合剤がほ と ん どで， 今年新たに依�領さ れた新規化合物は なかった。 処理方法では， 育苗箱処理が 22 剤， 乗用管理機対応の少量散布が 4 剤 と多 く 見受け られた。 野菜関係は新規化合物を含む剤が 39 剤依頼 さ れて い る が，前年 と 同様に適用拡大の試験が多 く ， 結果 と して登録農薬の少ないアスパラ ガス やコマ ツナ， にんに く ， こ んにゃ く な どへの依頼がみ られ， 試験実施に苦慮 した。 今後も この傾向が見込 ま れるため， 産地を抱える試験機関の方には是非 と も ご支援をお願い したい。 連絡試験では委託薬剤が減った分野はある ものの， 落葉果樹やカ ン キ ツでは新規化合物のアブラ ム シ類に対する試験な どが盛んで， 全体と して試験数は増加して いた。 果樹関係ではハダニ類対象の新規化合物 も い く つか見 られるため， 今後の開発が期待される 。 生物農薬は年々順調に薬剤数， 試験数を増や してお り ， 社会的な関心を背景に活発な開発が進め られて い る 。 ただ し， こ ζ で も依頼さ れる試験数に対 し実施可能な試験機関が少な く ， さ ら な る ご支援をお願い したい。
E 注 目 さ れ る 新規化合物 を 含 む薬剤

〔殺菌剤〕平成 10 年度に依頼さ れた新規化合物を含む薬剤は 53剤であった。 単剤は 43 剤， 既知化合物 との混合剤は 20剤であ り ， このう ちアゾキ シス ト ロ ビン， テ ト ラコナゾール， メ ト ミ ノ ス ト ロ ビ ンは昨年中に登録されている 。
1 成分未公開 新規化合物本年度初めて依頼された と 思われる新規化合物を成分とする薬剤は， 19 剤 (生物農薬を除 く ) であった (表1) 。 新規化合物単剤と して は 8 剤あ り ， 広い殺菌スペク

ト jレを持つ と いわれる DK-28 1 ， MTF-753 は多 く の病害に試験 さ れ， いずれの試験結果 も 比較的良好であった。 MCF-55 は胞子の発芽阻害で効果を示す と さ れ，本年はコム ギの赤かび病に対し て試験 さ れた。 イ ネ い もち病に試験さ れた NNF-98 50 はコ ン テ ン ト を変えた 3種類の粒剤があ る 。 べ と病 ・ 疫病専用の RYF-319 は昨年度よ り 依頼のあった RYF-312， RYF-315 に含ま れる新規化合物単剤のフ ロアプlレ製剤である 。2 幅広 い抗菌活性 を示 す薬剤ス ト ロ ビー， ア ミ ス タ ー に代表さ れる ス ト ロ ビル リ ン系化合物は， 広い抗菌活性を示す こ と で知 ら れて い る 。こ れ ら二つの薬剤は平成 9 年 と 10 年に農薬登録を取得した後， 今年度 も 委託試験を継続 し， 適用作物の幅を広げつつあ る 。平成 8 年度 よ り 依頼 さ れた プリ ン ト (CG 233) フ ロアブ/レは， 現在 ま で 4 作物 8 病害が試験実施 さ れ， 現在も試験中であ る 。 この剤はス ト ロ ビー， ア ミ ス タ ー に続く ス ト ロ ビJレリン系化合物 ( トリフ ロ キ シス ト ロ ビン )と いわれて い る 。 これに よ り ， この種の化合物は明 ら かに なって い る 限 り では， オリプラ イ ト (メ ト ミ ノ ス ト ロビン ) と併せて 4 剤 と なった。オー シ ャ イ ン (UBF-910， マサカ リ ) 水和剤は平成 8年度か ら 依頼 さ れ， 現在 も 多 く の病害に試験中の新規EBI 系統の薬剤であ る 。 従来の EBI 剤 は う ど ん こ 病，黒星病， さ び病等に卓効を示す こ と が特徴 と いわれて きたが， 本剤はその他に も灰色かび病， 菌核病に も 効果が認め られ， 多作物で実用性あ り の判定が さ れて い る 。 よく 知 られた系統の化合物ながら ， 幅広い抗菌性を持つ薬剤 と して注目さ れている 。 本剤は現在， リ ン ゴ， ナ シ等の各種病害に 登録申請中であ る 。 ま た， SC-9705 粒剤(SF-9507 水和剤 も 同 じ成分) も新規 EBI 系統の薬剤ながら ， 従来効果があ る と いわれる病害のほか， リ ゾク トニア菌に卓効を示 し， 特に イ ネの紋枯病に対 し て は今年度初めて笑用性あ り の判定を受けた。その他， DK -281， MTF-753 等， 系統は不明なが ら抗菌活性の幅が広い と 思われる剤が散見 さ れる 。これらの剤はそれぞれに得意な抗菌分野がある と 思われるが， お し なべて多 く の病害に効果があ る こ と は前述の と お り であ る 。 またどの病害に対しで も ， 比較的効果が高い こ と か ら ， 同時に発生す る であ ろ う 複数の病害の防除に対し， 混合する こ と な く I 剤で済んだ り ， 散布回数を削減す る こ と ができ る場合があ る 。 こ れらの剤の特性は環境負荷の軽減， 作業者の労力負担軽減の面か ら ，良業の現場か ら歓迎さ れる も の と 思われる。
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業剤 コ ー ド ・ 成分

981 1  
頼粒水和剤
50% 十 20%

AL-981 1  
籍!粧剤 2%+1% 

DK-281 
フ ロ アプル 10% 
乳剤 7% 

KUF-I00l 
DF 15% 

KUF-I002 
DF 1 . 75%+60% 

MCF-65 
乳剤 12% 

MTF-753 
7 ロ アプル 20% 

NF-149 

頼粒水和剤 10% 

NF-151 
頼粒水和剤
5% + 35% 

NF-152 
頼粒水和剤
20% + 25% 

NNF-9850 
粒剤
12%， 10%， 6% 

NNIF-9831 
粉剤 DL
1 % + 0 . 5% 

N NIF-9832 
粉剤 DL
1% + 0 . 5% + 2% 
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表-1 平成 1 0 年度 に初め て依頼の あ っ た新規化合物 を 含む薬剤 (殺菌剤)

依頼作物 ・ 病害

ナ ス ， キ ュ ウ
リ : 灰色 か ぴ病

イ ネ : 紋枯病

コ ム ギ : 各種病
害， ア ズ キ ， キ ュ
ウ リ : 灰 色 か ぴ
病， タ マ ネ ギ :

白 色葉枯病， イ
チ ゴ : う ど ん こ

病， 炭痘病

パ レ イ シ ョ : 疫
病， タ マ ネ ギ，
キ ュ ウ リ : � と
病

パ レ イ シ ョ : 疫
病

コ ム ギ : 赤か ぴ

病

ナ ス ， キ ュ ウリ，

イ チ ゴ : う ど ん

こ 病， ナ ス ， イ チ

ゴ : 灰色 か ぴ病，

ナ シ， リン ゴ : 黒

星病

コ ム ギ， 野菜類，

リ ン ゴ : う ど ん

こ 病， オ ウ ト ウ :

灰星病

カ ン キ ツ : 貯蔵
病害

シ パ : 疑 似 葉 腐

病 ( 春 は げ症) ， 葉

枯病， 葉 腐 病 {プ

ラ ウ ン， ラ ージ)

イ ネ : い も ち 病

イ ネ : い も ち 病

イ ネ : い も ち 病

備 考

浸透移行性 は 低 い が予防効
果 に 優れ る .

浸透移行性があ り 残効性 に
優れ る . 殺虫剤 と の混合剤

抗菌活性の幅が広 く 今後期
待 さ れ る . 詳細 は不明.

予防効果， 治療効果 を有す
る . 胞子形成 を 阻害す る .

予防効果， 治療効果 を有す
る . 新 規 化 合 物 は KUF -
1001 と 同一成分.

胞 子 の 発芽 組害 に よ る 効
果. 残効性 を有す る .

予防， 治療効果 を有す る .
浸 透 移 行性 は 認 め ら れ な
� ' .  

新規骨格 を持つ化合物.

予防効果が高 く ， ベ イ パー
ア ク シ ョ ン を 示す.

浸透移行性が高 く ， 効果持
続 に優れ る 育苗箱緑化期処
理 お よ び湛水散布.

殺虫成分 ( エ ト フ ェ ン プ ロ
ッ ク ス ) と の混合剤.

殺虫成 分 ( エ ト フ ェ ン プ ロ
ツ ク ス ， MEP) と の混合剤.

築剤 コ ー ド ・ 成分 依頼作物 ・ 病害 備 考

NO]-109 イ ネ : い も ち 病 ア シ ベ ン ゾ ラ ル ーS- メ チ ル
粒剤 2%+2 . 5% と カ ーパ メ ー ト 系殺虫剤 と

の混合製剤. 育苗箱施用.

NO]-110 イ ネ : い も ち 病 新 規 化 合 物 2 種 の 混 合 製
栓剤 2% + 2 %  剤 .

RYF-319 ハ ク サ イ ， キ ャ べ と 病 に 対 し て 予防， 治療
SC 500 g/ l ベ ツ ， プ ド ウ : 効果 を 有 す る .

べ と 病

SB-3561 パ レ イ シ ョ ， ト マ 保護殺菌剤 + 浸透性殺菌剤
SC ト : 疫病， キ ュ ウ

50 g/ l +400 g/ l リ， タマ ネ ギ， プ

ド ウ : べ と 病

SC-9808 イ ネ : い も ち 病 治療効果 を有 す る .
粉剤 DL
0 . 5%+ 1 . 2%+0 . 5% 

SF-9801 イ ネ : い も ち 病 抗菌 ス ペ ク ト ル は 広 く ， 予
粉剤 DL 0 . 5% 防， 治療効果 を有 す る .

〔殺虫剤〕

平成 10 年 度 に 初 め て 依頼 が あ っ た 化 合 物 は 9 種類

(生物農薬 は 除 く ) で あ っ た (表 2) 。 ま た ， こ の新規化

合物 を 含 む 薬剤 は 67 剤 (剤型別) で， 内 訳 は 単剤 51，

混合剤 16 で あ っ た 。 以下， 注 目 さ れ る も の を い く つ か

示す。

3 成分未公開新規化合物

IKI-220 は， 野菜類 ・ 果樹類の ア プ ラ ム シ を 中 心 に 効

果が認め ら れ， 比較的選択性が高 い よ う で あ る 。

S-1812 は 野菜類の鱗麹 目 ・ ア ザ ミ ウ マ 目 に 試験が行

わ れ た 。 両剤 と も 良好な試験結果が得 ら れて お り ， 今後

の適用拡大が期待 さ れ る 。

4 有用 島 虫 に 影響の 少 な い薬剤

総合的害虫管理技術への社会的関心や食品の安全'性へ

の 関心の 高 ま り を 背景 に ， 訪花昆虫や天敵昆 虫 に 影響 の

少 な い 薬 剤 の 開発が続 け ら れ て い る 。 前項 に 登場 し た

IKI-220 や S-1812 な ど の 新規 化合 物， KM 601 の よ う

な Bt 剤 な ど で あ る 。 ま た ， 主 と し て 見 虫 や ダ ニ の 気門

を 閉鎖す る 物理 的 な 作用 性 を 持 つ と 思 わ れ る KI-71 や

明 X-1 な ど も 使 い 方 に よ っ て は 有 用 昆 虫 等 に 影響 を 及

ぼ さ な い こ と も 知 ら れて き た 。 ま た ， 選択的殺虫活性の

薬剤 を 中心 に ， 上記の薬剤 を 含 め ， 新規化合物 を 含 む 薬

剤 の う ち 18 剤 (単剤) で有用 昆虫 に 影響 が少 な い と 依

頼会社か ら 情報 を い た だ い て い る 。

5 殺 ダ ニ 剤

今年度 は NC-1 1 1 1 ， 9761， NA -83， ま た 物理的作用

性の KIF-21， KI-71， 明 X-1 を 含 め て 6 剤 の 新規化合

一一一 15 一一一
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表- 2 平成 10 年度 に 初 め て 依頼の あ っ た 新規化合物 を

含 む薬剤 (殺虫剤)

薬剤 コ ー ド ・ 成分 依頼作 目 ・ 害虫 備 考

9761 果樹類 : ハ ダニ ダニ の全て の ス テ ー ジ に有
頼粒水和剤 類 ・ サ ピ ダニ類 効だが， 成虫 に対 し て殺虫
38 . 0% 効果 は な く ， 不妊化 と 産卵

抑制効果 を有す る . 残効短
く ， ハ チ に対 し て影響 な し .
Tetranychus 属 に 対 し て 効
果 の 劣 る 場合 あ り .

AC-049 野 菜 類 ・ 果 樹 新規合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤.
頼粒水和剤 類 : 鱗麹 目 ・ 半
15 . 0% 麹 目

IKI-220 野 菜 類 ・ 果 菜 半麹 白 書虫の吸汁 を 姐害.
穎粒水和剤 類 ・ 茶 ・ 果樹類 : 浸透 ・ 浸違性 を 有 し ， 天敵
10 . 0% 半麹 目 ・ 総麹 目 に影響が少 な い.

KI-71 カ ン キ ツ : ミ カ 物理的作用性 を持っ と 思わ
液剤 20 . 0% ン ハ ダニ れ る

KM 601 キ ャ ベ ツ : 鱗忽 新規 Bt 剤.
7 ロ ア プル ? % 目

NA-83 果樹類 : ハ ダニ ダニ専用剤， 卵以外に 高活
フ ロ ア プル 30 . 0% 類 性 を 示す.

5-1812  野 菜 類 ・ 果 菜 ハ チ や天敵に対す る 影響が
7 ロ ア プル 10 . 0% 類 : 総麹 目 ・ 鱗 少 な い.

麹 目

TMI-97 1 1  野 菜 類 ・ 果 菜 新規土壌処浬剤.
位剤 27 . 5% 類 : 線虫類

明 X-l 野 菜 類 ・ 果 菜 物理的作用性 を持つ と 恩わ
液剤 75 . 0% 類 ・ 茶 : ア プ ラ れ る .

ム シ類 ・ ハ ダニ
類

生物農薬 を 除 く .

物がハ ダニ対象 に 試験 を 行 っ て い る 。 ハ ダニ類に対 し て

は薬剤抵抗性の発達が避 け ら れな い こ と か ら ， ロ ー テ ー

シ ョ ン散布 に活用で き る 新規化合物 の 開発 に 期待が持た

れ る 。

皿 そ の他注 目 さ れ た 事項

1 生物農薬

社会的関心の 高 ま り を 受 け て ， 本協会で は生物農薬 に

つ い て 平成 6 年度 よ り 連絡試験 を 設 げ て検討 を 進 め て い

る 。 殺 虫 剤， 殺菌剤併せ て 平成 6 年度 は 19 剤， 平成 7

年度 は 31 剤， 平成 8 年度 は 35 剤， 平成 9 年度 は 41 剤

そ し て 平成 10 年度 は 47 剤 と 依頼数 は増加の一途 を た ど

っ て い る 。 本年新 た に 依頼 の あ っ た も の は 殺虫 剤 で は

12 剤， 殺菌剤 で は 2 剤 で あ っ た 。 殺虫剤 で は 新 し い 天

敵種 の 追加 は 少 な か っ た が， 新 た に 参入 し た 会社 も あ

り ， 開発 は依然活発であ る 。 殺菌剤で は イ ネ の病害 を対

象 と し た 生物農薬が新 た に 依頼 さ れ， お お む ね化学薬剤

と 同 等 の 安定 し た 効果 を 示 し た (表-3) 。 ま た ， 1 月 に

開催 さ れた 成績検討会 に お い て ， 殺虫剤， 殺菌剤 と も に

多 く の薬剤が実用性あ り と 判定 さ れ た 。

本年度， 殺虫剤 で は ク ク メ リ ス ， ア フ ィ パ ー ル， ト モ
ノ ア プ ラ パ チ AC， ア フ ィ デ ン ト ， オ リ ス タ ー， パ ス ト

リ ア 水和剤が農薬登録 を取得 し ， こ れ ま で上市 さ れた も

の と 併せ て ， 防除 に 活用 し う る 種類が徐々 に 揃 っ て き た

よ う に 思わ れ る 。 今後 は 天敵 に 対す る 影響が少 な い化学

農薬 を絡 め た 防除体系 づ く り と ， 現場 に 密着 し た 技術の

普及が大 い に 期待 さ れ る 。 ま た ， 殺菌剤で は ポ ト キ ラ ー

水和剤 (IK-1080 水和剤) が， ナ ス ， ト マ ト の 灰 色 か び

病 に対 し て 登録 を取得 し た 。

2 イ ネ の病害防除 と 施用 ・ 製剤技術

ウ ィ ン箱粒剤 は イ ネ の い も ち 病 に 対 し て ， 箱施用 で当

日 か ら 3 日 前 の処理で平成 9 年 に 登録 を取得 し た 。 そ の

後， 本剤 は， 主 に 移植直前の繁忙期 に行わ れ て き た 箱施

用 の労力 を 分散 さ せ る こ と を 目 的 と し て ， 平成 9 年度 に

は 当 日 処理 よ り 10 日 ほ ど早 い 緑化期処理 の 試験 を 実施

し ， 今年度 は さ ら に そ れ よ り 10 日 以上早 い 播種時覆土

前処理で試験が行わ れ た 。 も と も と ウ ィ ン は長期間効果

の持続す る 剤 と し て ， 本 国 防除の散布回数軽減 を意図 し

た剤であ っ た が， 覆土前処理で も 従来の散布時期 と 比較

し て ， さ ほ ど遜色の な い効果が認 め ら れ た 。

オ リ プ ラ イ ト ( メ ト ミ ノ ス ト ロ ビ ン ) は イ ネ い も ち 病

に 対 し て 長期 間効 果 が持続 し ， ま た 散布 が や や 遅 れ て

も ， あ る 程度防除効果 の見込め る ス ト ロ ビ ル リ ン 系統の

薬剤で あ る と さ れて い る 。 本剤 は粒剤の本 田散布剤 と し

て ， 平成 10 年 9 月 に 登録 を 取得 し た が， 今年度 の 委託

試験で は， 新た に 投 げ込み処理の で き る パ ッ ク 剤， 直接

水田 に 流 し 入 れ る フ ロ ア プル剤 と い う 新製剤で試験が行

わ れて い る 。 実用性の判定 は来年度以降 と な る が， こ の

処理法 も 省力化 を 目 指 し た も の と い え よ う 。

ま た ， オ リ ゼ メ ー ト ( プ ロ ベ ナ ゾール) は イ ネ も ち 病

に 対 し ， 田植機 に よ る 苗移植時側条施用 の ぺ ー ス ト 肥料

に混和す る 処理方法で試験が行わ れて い る 。

こ の よ う に 最近 で は 剤 の 特性 を 生か し ， い ろ い ろ な処

理法 に チ ャ レ ン ジ す る も の が 多 い 。 い ずれ も イ ネ の管理

作業 の 中 で無駄な く 省力的 に組み込 ま れ る 方法で あ る こ

と が特徴的であ る 。

3 育枯病の防除 に 新 た な展開

抗生物質 の パ リ ダ シ ン (パ リ ダ マ イ シ ン A) は 糸 状

菌の リ ゾ ク ト ニ ア 菌 に 卓効 を 示す こ と は よ く 知 ら れて い

る 。 本剤 は ま た細菌が原因 の ハ ク サ イ の軟腐病， レ タ ス
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薬 剤j 名

(殺虫剤)
CC-100 

TMN-981 
エ ル カ ー ル

エ ン ト マ イ ト
ネ マ ヒ ト ン

CA5-002 
CA5-003 
CA5-005 
CA5-006 

]TI-102 

5-4813 
TMN-982 

(殺菌剤)
CAB-02 水車日剤

平成 10 年度委託試験で注 目 さ れた 病害虫防除薬剤

表 - 3 平成 10 年度 に新た に依頼の あ っ た 生物農薬

成 分 対象病害虫

Chη'soperla carnea ア ブラ ム シ類
( ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ ) 幼虫

Hemipta月間us varlcornis マ メ ハ モ グ リ ノ fエ
E問tmocerus eremicus コ ナ ジ ラ ミ 類

(サパ ク ツ ヤ コ パ チ )
め戸oasþis aculeifer ( ト ゲ ダニ の一種 コ ナ ダニ類
モ ナ ク ロ ス ポ リ ウ ム ・ フ ィ マ ト パ ガム | 線虫類

(線虫寄生性糸状菌の一種) I 
Diglyphus isaea ( イ サ エ ア ヒ メ コ パチ ハ モ グ リ ノ fエ類
Aρidius coler即ni ( コ レ マ ニ ア プ ラ ノ fチ ) I ア プ ラ ム シ類
Phytoseiulus persimil九 ( チ リ カ プ リ ダニ ) I ハ ダニ類
Amblyseitι αω日neris ア ザ ミ ウ マ類

( ク ク メ リ ス カ プ リ ダニ )
Beauveria bassi加 | コ ナ ジ ラ ミ 類

(昆虫寄生性糸状菌 の一種) I 
タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ成虫 | ア ザ ミ ウ マ 類
Ori凶 st円以icollis ア ザ ミ ウ マ類

( タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ )

Pseudomonas spp .菌 1 x 10 ' 0  cfu/g イ ネ : も み枯細菌病， 苗立枯細菌病，

ばか苗病 (各種子消毒)
NC-220 頼粒水和剤 | 糸状菌 (Ampelomyces quisqualis isolate I イ チ ゴ， キ ュ ウ リ ， ノ f ラ : う ど ん こ 病

M-IO 5 x IO' viable spores/g) 
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の腐敗病， キ ャ ベ ツ の黒腐病 に 登録 を 取得 し て い る 。

昨年度 よ り ， 本剤 は難防除 の 土壌細菌病であ る ナ ス の

青枯病に対 し ， 地上部の植物体へ散布す る こ と で防除効

果 を 得 ょ う と す る 試験が行わ れて い る 。 青枯病 に 対 し ，

効果がやや不安定で ま た 決 し て 高 い も の で は な い た め，

実用性の判定 は来年以 降 に 持 ち 越 さ れた が， 実際の 防除

場面で は土壌消毒剤， 抵抗性台木等 と の併用 での使用 を

考 え て い る よ う で あ る 。 青枯病 に 対 し ， 定植後の薬剤 に

よ る 防除手段の な い 現状 を考 え る と ， 効果次第 で は 注 目

さ れ る 防除法で あ る と 考 え ら れ る 。

り と 判定 さ れた (表-4) 。 ま た ， オ オ タ バ コ ガ 同様， 最

近発生地域 を拡大 し ， 防除 に 苦慮す る こ と の 多 い ミ カ ン

キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と マ メ ハ モ グ リ パエ に 対 し て も 各種作

物で試験が引 き 続 き 実施 さ れ， 数剤が実用性 あ り の判定

を 受 け た (表 5， 6) 。 次年度 も さ ら に 試験が進み， 早急

に 多 く の作物 に 薬剤が登録 さ れ る こ と が望 ま れ る 。

4 難防除害虫

当協会では近年各地で問題化 し て い る オ オ タ バ コ ガへ

の 登録促進 を 図 る べ く ， 植防課や 農薬検査所 と 協 議 の

上， 本年度 の病害虫防除緊急対策事業 と し て特別連絡試

験 を 行 っ た 。 全国の試験研究者 の 方 々 の積極的 な支援 を

受 け， 10 作物 に 対 し て 18 剤， 延 べ 33 品 目 に 実 用 性 あ

IV 最近名 称 に 変更の あ っ た 薬剤

た い て い の薬剤 は， 初 め て 委託 に 出 さ れ る と き に は コ

ー ド 番号な ど を 薬剤名 と し て 使用 し て い る が， 登録 に 伴

っ て商品名 が命名 さ れ る 。 ま た ， 商品名がつ け ら れ る 前

に何 ら か の事情で名称が変更 さ れ る こ と も あ る 。 こ れ ら

は以前の試験 と 比較す る と き と ま ど う こ と も あ る 。 そ こ

で， 最近名称 に 変更 の あ っ た 薬剤 の 一 覧表 を 表一7 に 掲

げた。 参考 に な れ ば幸 い で あ る 。
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表 - 4 平成 10 年度オ オ タ バ コ ガ に実用性あ り と 判定 さ れた 薬剤

作物名 | 薬 剤 名

ナ ス I DAI-9101 10%頼粒水和剤， ガー ド ジ ェ ッ ト 水和剤， コ テ ツ フ ロ ア プル， ゼ ン タ ー リ 穎粒

水和剤， デル フ イ ン穎粒水和剤， バ イ オ ッ シ ュ フ ロ ア プノレ， マ ッ チ 乳剤， ラ ノ ー乳剤

ト マ ト I DAI-9101 10%頼粒水和剤， MTH46 水溶剤 (頼粒) ， ア タ プ ロ ン 乳剤， ク オ ー ク 液剤， ス

ミ ロ デ ィ ー 乳剤， デル フ ィ ン水朝日剤， デル フ ィ ン頼粒水車日剤， ト ル ネ ー ド フ ロ ア プル， フ

ァ ル コ ン フ ロ ア プル

ピ ー マ ン I DAI-9101  10%頼粒水和剤， TG-9601 ， ア フ ァ ー ム 乳剤， ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤， カ ス ケ

ー ド 乳剤， セ レ ク ト ジ ン水和剤
キ ュ ウ リ | ア ク タ ラ 粒剤 5
ス イ カ | エ ス マ ル ク DF
キ ャ ベ ツ | ハ ク サ ッ プ水和剤l
レ タ ス | ア フ ァ ー ム 乳剤， ガー ド ジ ェ ッ ト 水和剤， デル フ ィ ン頼粒水和剤， ラ ー ビ ン フ ロ ア プル

オ ク ラ | ガー ド ジ ェ ッ ト 水和剤
キ ク | ロ ム ダ ン フ ロ ア プル
ポ イ ン セ チ ア | ア プ ロ ー ド エ ー ス フ ロ ア プル

オ オ タ バ コ ガ特別連絡試験， 一般委託試験 (野菜 ・ 花 き 関係) よ り .

表 - 5 平成 10 年度 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に 実用性 あ り と 判

定 さ れた 薬剤l

作物才下一 薬 剤 名

イ チ ゴ | ア タ プ ロ ン乳剤， オ ン コ ル粒剤 5. マ ッ チ乳剤
ナ ス | オ ン コ ル粒剤 弘 ハ チ ハ チ乳剤
ト マ ト | カ ス ケ ー ド 乳剤， マ ッ チ乳剤
キ ュ ウ リ | ハ チ ハ チ乳剤
キ ク | ハ チ ハ チ 乳剤， マ ッ チ乳剤
カ ン キ ツ I MBI-951 5P， ア フ ァ ー ム 乳剤

一般委託試験 (野菜 ・ 花 き 関係) ， カ ン キ ツ 農薬連絡試験 よ り .

袋 - 6 平成 10 年度マ メ ハ モ グ リ パエ に 実用性あ り と 判 定 さ れ

た 農薬

作物� 薬 剤 名

ナ ス | ア ク タ ラ 粒剤 5
ト マ ト | ハ チ ハ チ 乳剤
シ ュ ン ギ ク | ア フ ァ ー ム 乳剤， カ ス ケ ー ド 乳剤
キ ク | ベ ス ト ガ ー ド粒剤

一般委託試験 (野菜 ・ 花 き 関係) よ り .

旧薬剤j名

表 - 7 最近名称 に変更の あ っ た 主 な薬剤

変更後名称 成分名 ・ 量

(殺菌剤)
CG-233 フ ロ ア プル 25
DKX 007 ド ラ イ フ ロ ア プル
]T-201 B 液剤
M-9001 頼粒水和剤
5-2900・

5B-343 < ん煙剤
マ サ カ リ 水平日剤

(殺虫剤)
AC-9701 液剤
AN5-118 FL 5 
CG-216 粒剤
CG-216 頼粒水溶剤j
CG-217 粒剤
RH-2485 フ ロ ア プル
RH-2485 粉河WL
TG-9601 フ ロ ア プル
デル フ ィ ン水和剤

(殺虫 ・ 殺菌剤)
MOK-245 粒邦l
5-8395 粒剤
5KDz 油剤

フ リ ン ト フ ロ ア プル 25
ホ ラ イ ズ ン ド ラ イ フ ロ ア プル
ジ ェ ッ ト ロ ン液剤
側条オ リ ゼ メ ー ト 頼粒水和剤
デ ラ ウ ス
ア ル ト く ん煙剤
オ ー シ ャ イ ン水和剤

AC-9701 乳剤
マ ト リ ッ ク フ ロ ア プル
ア ク タ ラ 粒剤 5
ア ク タ ラ 穎粒水溶剤
ア ク タ ラ 箱粒剤
フ ァ ル コ ン フ ロ ア プル
ラ ン ナ ー粉剤 DL
TG-9601 
デル ブ ィ ン頼粒水和剤

ジ ャ ッ ジ箱粒剤
デ ラ ウ ス プ リ ン ス 粒剤 10
サ ン メ ポ ン

新規化合物 25% 
シ モ キ サ ニ ル 30%， フ ァ モ キ サ ド ン 22 . 5% 
オ レ イ ン 酸 カ リ ウ ム 30% 
プ ロ ベ ナ ゾ ー ル 48% 
ジ ク ロ シ メ ッ ト
シ プ ロ コ ナ ゾー ル 2% 
オ キ ス ポ コ ナ ゾー ル フ マ ル酸 20% 

フ ル ブ ェ ノ ク ス ロ ン 10 . 0% 
ク ロ マ フ ェ ノ ジ ド 5 . 0% 
Thiamethoxam 0 . 5% 
Thiamethoxam 10 . 0% 
Thiamethoxam 2 . 0% 
Methoxyfenozide 20 . 0% 
Methoxyfenozide 0 . 5% 
バチ ル ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス 菌の産生す る 結晶毒素 7 . 0% 

バ チ ル ス ・ チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス 生芽胞及 び産生毒素 10 . 0% 

プ ロ ベ ナ ゾ ー ル 24 . 0% ， ベ ン フ ラ カ ル プ 5 . 0% 
ジ ク ロ シ メ ッ ト 3 . 0% ， フ ィ プ ロ ニ ル 1 . 0% 
ク ロ ロ ピ ク リ ン 80 . 0%， ダイ ア ジ ノ ン 2 . 0% 
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旧薬剤名

( そ の他)

平成 10 年度委託試験で注 目 さ れた 病害虫防除薬剤

変更後名称

99 

成分名 ・ 量

サ ツ ト カ ッ ト (展着剤 展着剤ニ ー ズ液剤 ア ル キ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 50 . 0% 

*複数の製剤があ る た め， 名称 と 成分名 の み記載.

表 - 8 平成 10 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ イ ネ ・ ム ギ)

作物名 病害名 薬剤名

イ ネ い も ち 病 0971 箱粒剤， 1072 箱粒剤， DF-283 フ ロ ア プノレ， NNFゃ9425 粒剤 9， N NF-962 1 粒剤 DL， N NIF-
9723 粉剤 DL， NNIF-9833 粒剤， SAN-01 粒剤， ZB 625 粒剤， ア ミ ス タ ー 8 フ ロ ア プル， ウ ィ ン
箱粒剤， オ リ ゼ メ ー ト グ レ ー タ ム 1 キ ロ 粒剤， カ ス ミ ン液剤， カ ス ラ プス ミ ジ ョ ー カ ー粉剤 DL，
コ ラ ト ッ プデル タ 粒剤， ノ ン プ ラ ス フ ロ ア プル， バ イ オ ン粒剤 2， ブ ラ シ ン フ ロ ア プル， プ ラ シ ン
ジ ョ ー カ ー フ ロ ア プル

紋枯病 1072 箱粒剤， NNIF-9833 粉河IJ DL， SAN-01 粒剤， SC-9705 粒剤， SF-9701 粒剤， YIF-6032 フ
ロ ア プル， ZB 625 粧剤， ア ミ ス タ ー 8 フ ロ ア プル， オ リ ゼ メ ー ト グ レ ー タ ム 1 キ ロ 粒剤， ル ー パ
ン リ ン パー粒剤

穏枯れ ( ご ま 葉枯病菌) ア ミ ス タ ー 8 フ ロ ア プル

変色米 ( カ ー プ ラ リ ア 菌) ノ ン プ ラ ス フ ロ ア プル

白 菜枯病 Dr. オ リ ゼ箱粒剤， Dr オ リ ゼ プ リ ン ス 粒剤 10， Dr目 オ リ ゼ プ リ ン ス 粒弗U 6 
オ リ ゼ メ ー ト 1 キ ロ 粒剤

も み枯細菌病 (種子消毒) ヨ ネ ポ ン (改)

ばか苗病 (種子消毒) ヨ ネ ポ ン (改)

コ ム ギ 赤かぴ病 シ ルノ て キ ュ ア フ ロ ア プル

赤 さ ぴ病 シ ルノ f キ ュ ア フ ロ ア プル

裸黒穂病 DKF-161 フ ロ ア プル

紅色雪腐病 (種子消毒) ヘル シ ー ド T 水和剤
う どん こ 病 シ ル パ キ ュ ア フ ロ ア プル

平成 10 年度 は 72 薬剤 に つ い て 371 試験が実施 さ れた . そ の半数以上がイ ネ の い も ち 病 ま た は紋枯病 に 対す る も の で あ っ た . い も ち
病 と 紋枯病の 同時防除 を 目 指 し た 箱処理剤 な どが見 ら れた ほ か， ウ ィ ン箱粒剤の処理時期 は さ ら に 早 ま り ， 播種時覆土前処理で判 定 さ
れて い る . ヨ ネ ポ ン (改) は従来の有効成分の ま ま に製剤改良 を 行 っ た も の で あ る .

表 - 9 平成 10 年度総合判定で実用性 あ り と 判 定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ 野菜花 き )

作物名 病害名 薬 剤 名

テ ン サ イ 葉腐病 5201 頼粒水和剤
褐斑病 ペ ン コ ゼ プ WDG

根腐病 5201 頼粒水和剤， ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル

ノ T レ イ シ ョ 疫病 DKX 007 ド ラ イ フ ロ ア プル， IKF-916 フ ロ ア プル， UBF-307 SC， ド イ ツ ボ ル ド ー

DF， リ ド ミ ル ゴ ー ル ド MZ 水和剤

ダイ ズ 紫斑病 DF-272 粉剤， ベル ク ー ト 水和剤

白絹病 モ ン カ ッ ト フ ロ ア プル 40

ア ズ キ 炭痘病 ト ッ プ ジ ン M 水和剤

イ ン ゲ ン 灰色か び病 ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル

菌核病 セ イ ビ ア ー フ ロ ア プル 20， ベル ク ー ト フ ロ ア プル

ト マ ト 青枯病 NK-51 1 ， キ ルパー液剤

灰色か ぴ病 オ ー シ ャ イ ン水和剤， ハ ー モ メ イ ト 水溶剤

葉か び病 SB-349 SC， ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ M ス プ レ ー II

半身萎凋病 キ ルパ ー液剤

萎凋病 M-030 粒剤 (N) ， ル ー ト ガー ド 油剤

ナ ス す す か ぴ病 ベル ク ー ト フ ロ ア プル
う ど ん こ 病 ジ ー フ ァ イ ン水和剤

ピ ー マ ン 青枯病 MTF-961 
う ど ん こ 病 ジ ー フ ァ イ ン水和剤
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作物名 病害名 薬 剤 名

キ ュ ウ リ ベ と 病 RYF-312 頼粒水車日剤， RYF-315 水利剤， リ ド ミ ル ゴー ル ド MZ 水和剤

灰色か び病 サ ー ガ水和剤， ス イ ッ チ穎粒水和剤， ハ ー モ メ イ ト 水溶剤

褐斑病 ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア 7'ル， ジ マ ン ダイ セ ン フ ロ ア プル， ス ト ロ ビー フ ロ ア プル

菌核病 ベ ル ク ー ト フ ロ ア ブル

苗立枯病 ( リ ゾ ク ト ニ ア 菌) MTF-961 

苗立枯病 ( ピ シ ウ ム菌) NK-511 

炭痘病 ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M ス プ レ ー II

つ る 割病 SMC 剤

う ど ん こ 病 フ リ ン ト フ ロ ア プル 25

メ ロ ン べ と 病 ア リ エ ッ テ ィ C 水和剤， ジ マ ン ダイ セ ン フ ロ ア プル， ス ト ロ ビー フ ロ ア フワレ， ペ ン コ

ゼ プ フ ロ ア プル

黒点根腐病 サ ン メ ボ ン

つ る 枯病 マ ネ ー ジ M 水車日剤

つ る 寄j病 NK-511 

ス イ カ 菌核病 プラ グ ン フ ロ ア プル

炭痘病 ス ト ロ ビー フ ロ ア プル

つ る 枯病 SB-349 SC， ア ン ト ラ コ ー ル頼粒水和剤， マ ネ ー ジ M 水和剤

つ る 割病 MTF-961， NK-511 

う ど ん こ 病 ポ リ オ キ シ ン AL 水務剤

カ ボチ ャ 立枯病 MTF-961 
う ど ん こ 病 TMF-941 EW， フ ル ピ カ フ ロ ア プル

ダイ コ ン 黒斑細菌病 カ ス ミ ン ボ ル ド ー， カ セ ッ ト 水和 剤

軟腐病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア プル， マ テ リ ー ナ 水和剤

白 さ び病 ク リ ー ン ヒ ッ タ ー

わ っ か症 ダ コ ニ ー ル 1000
ノ Tー テ ィ シ リ ウ ム黒点病 BJL-861 微位剤， キ ルパー液剤

ハ ク サ イ ベ と 病 フ ェ ス テ ィ パル M 水和剤j

白斑病 ス ト ロ ビ ー フ ロ ア プル

根 こ ぶ病 サ ン メ ボ ン， ス キ ャ プ ロ ッ ク SC

根 く びれ病 キ ルパー液剤

黄化病 ルー ト ガー ド 油剤

キ ャ ベ ツ ベ と 病 シ ト ラ ー ノ フ ロ ア ブル

黒腐病 ア グ リ マ イ シ ンー100

恨 こ ぶ病 フ ロ ンサ イ ド 水和剤

パー テ ィ シ リ ウ ム 婆凋病 NCS 水溶液， キ ルパ ー液剤

ネ ギ 軟腐病 ヨ ネ ポ ン水車日剤

べ と 病 ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル， フ ェ ス テ ィ パル M 水和剤， ペ ン コ ゼ プ フ ロ ア プル

黒斑病 DTF-251 水和剤， サ ー ガ水和剤， ペ ン コ ゼ プ フ ロ ア プル

黄斑病 ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル

さ び病 プ ロ ー ダ水和剤， マ ネ ー ジ乳剤

白網病 キ ルパー液剤

小菌核腐敗病 BJL-861 微粒剤， ト ッ プ ジ ン M 水和剤， ト ッ プ ジ ン M 粉剤， フ ル ピ カ フ ロ ア プル，

ポ リ ペ リ ン水平日剤， ロ プ ド ー水平日剤， ロ プ ラ ー ル水和剤

タ マ ネ ギ 腐敗病 パ リ ダ シ ン液剤 5

ベ と 病 カ ー ゼ ー ト PZ 水和剤

灰色か び病 ダ コ ニ ー ル 1000， プ ラ タ ン フ ロ ア プル， ベ ル ク ロ ー プ水和剤， ペ ン コ ゼ プ WDG

ダ コ レ ー ト 水和剤

ゴ ボ ウ 黒条病 ア ロ ンサ イ ド 水和剤

レ タ ス 菌核病 ポ リ オ キ シ ン AL 水溶剤， ポ リ オ キ シ ン AL 水和剤

軟腐病 オ キ シ ン ド ー フ ロ ア ブル
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作物名 病害名

ニ ン ジ ン 斑点病
黒葉枯病
し み腐病
う ど ん こ 病

セ ル リ ー 萎貧病

パ セ リ う ど ん こ 病

ホ ウ レ ン ソ ウ 萎凋病

ヤ マ ノ イ モ 炭痘病

シ ョ ウ ガ 根茎腐敗病
白星病

イ チ ゴ 灰色かぴ病
萎黄病
萎凋病
う ど ん こ 病

キ ク 褐斑病 ・ 泉斑病

黒 さ ぴ病
白 さ び病

プ リ ム ラ 灰色か ぴ病

ス ト ッ ク 菌核病

カ ー ネ ー シ ョ ン 萎凋細菌病

宿根カ ス ミ ソ ウ う ど ん こ 病

リ ン ド ウ 葉枯病
灰色かぴ病

ユ リ 葉枯病

シ ン ピ ジ ュ ー ム 炭痘病

I �ー フ- 黒星病

う ど ん こ 病

ポ ケ 赤星病

平成 10 年度委託試験で注 目 さ れた病害虫防除薬剤 101 

薬 剤 名

ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル
ス ト ロ ピ ー フ ロ ア プル
キ ルパ ー 液剤
ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル

BJL-861 微粒剤

ヨ ネ ポ ン乳剤

キ ルパー液剤

Z ポ ル ド ー水和剤

MTF-961， キ ルパー液剤
ベル ク ー ト 水和剤

ス イ ッ チ頼粒水和剤
M-030 粒剤 ( N ) ， NK -511， キ ルパー液剤
町L-861 微粒剤
オ ー シ ャ イ ン水和剤， ジ ェ ッ ト ロ ン液剤l

SRF-9503 エ ア ゾル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M エ ア ゾル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン
M ス プ レ ー II
マ ネ ー ジ エ ア ゾル
YIF-5910 液剤 AL

TGA-56 エ ア ゾル

ト ッ プ ジ ン M ス プ レ ー， ト ッ プ ジ ン M ゾル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M ス プ レ ー

MTF-961， サ ン メ ポ ン

ト リ フ ミ ン水和剤， ピ リ カ ッ ト 乳剤， フ ル ピ カ フ ロ ア プル

ピ リ カ ッ ト 乳剤
フ ル ピ カ フ ロ ア プル

ト ッ プジ ン M ゾル， フ ル ピ カ フ ロ ア プル

TGA-56 エ ア ゾル

TGA-56 エ ア ゾル， マ ネ ー ジ エ ア ゾル， モ ス ピ ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M エ ア ゾル， モ ス ピ
ラ ン ・ ト ッ プ ジ ン M ス プ レ ー II
TGA-56 エ ア ゾル， マ ネ ー ジエ ア ゾル

マ ネ ー ジ乳剤

平成 10 年度 は 野菜類 に対 し て 119 剤 988 試験が実施さ れた. 表 に 掲 げた延べ 156 件の う ち ， 土壌病害 に 関す る も の は 39 件 を 占 め 本
年 も 多 く の対象 に つ い て 実 用 性 あ り と さ れた . 花 き 類に 多 く 見 ら れ る よ う に な っ た 家庭園芸用 ス プ レ ー剤 が ト マ ト の葉 か ぴ病や キ ュ ウ
リ 炭痘病で も 実用性あ り と 判定 さ れた. 昨年度か ら 試験 を 実施 し て い る ベ と 病・ 疫病専用剤 と 思わ れ る RYF-312， 315 や UBF-307 は ，
今年度実用性あ り と 判定 さ れ効果の高 さ を伺わ せ る . ま た ダイ コ ンわ っ か症に対す る ダ コ ニ ー ル 1000， ゴ ボ ウ の黒条病 に 対 す る ア ロ ン
サ イ ド 水和剤 は ， 登録薬剤 の な か っ た各病害 に対 し本年度初 め て 実用性あ り と 判定 さ れた.

表 - 10 平成 10 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺菌剤 ・ 連絡試験 ・ 除生物農薬)

作物名 | 病害名

ナ シ | 赤星病
疫病
黒斑病
黒星病

鎗紋病
白紋羽病
う どん こ 病

薬 剤 名

SF-9607 水和剤， オ ー シ ャ イ ン水和剤， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル
ア リ エ ッ テ ィ 水和剤， ダイ フ ァ ー水和剤
ア ン ト ラ コ ー ル頼粒水和剤， パル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル， ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル
SF-9607 水和剤， ア ン ト ラ コ ール穎粒水和剤， オ ー シ ャ イ ン水和剤， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア
プル， ベル ク ー ト フ ロ ア プル
YF-5710 フ ロ ア プル， ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル， ベ ル ク ー ト フ ロ ア プル
BJL-861 微粒剤
SF-9607 水和剤， ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル
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作物名 病害名 薬 剤 名

モ モ せ ん孔細菌病 IC ボ ル ド ー 412

灰星病 SF-9607 水和剤， オ ー シ ャ イ ン水和剤， パ ス ワ ー ド 穎粒水和剤， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル

黒斑病 ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア プル

黒星病 オ ー シ ャ イ ン水和剤， パル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル

縮葉病 ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア プル， ノ T ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル

ア ン ズ 灰星病 マ ネ ー ジ水和剤

ウ メ 灰星病 ベル ク ー ト 水和剤

環紋葉枯病 ベ ノレ ク ー ト 水和剤

黒星病 ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア プル

す す斑病 ベlレ タ ー ト 水平日剤

プ ド ウ べ と 病 IKF-916 フ ロ ア プル， KF-27 フ ロ ア プル， RYF-315 水和剤， UBF-307 SC， リ ド ミ ル ゴ ー
ル ド MZ 水和剤

枝膨病 KF-27 フ ロ ア プル， オ ー ソ サ イ ド 水和剤 80

灰色か び病 ESF-950 く ん煙頼粒， ス イ ッ チ頼粒水和剤， ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア プル， ハ ー モ メ イ ト

水溶剤， フ ル ピ カ く ん煙剤
黒 と う 病 KF-27 フ ロ ア プル， オ ー ソ サ イ ド 水和剤U 80， ジ マ ン ダ イ セ ン フ ロ ア プル， デ ラ ン フ ロ ア プ

Jレ

晩腐病 ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル， ク リ ー ン ヒ ッ タ ー ( フ ロ ア プル製剤) ， ジ マ ン ダイ セ ン フ ロ ア プ
ル， ス イ ッ チ頼粒水和剤， ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル

さ びj丙 コ サ イ ド DF (頼粒水和剤)

白紋羽病 BJL-861 微粒剤， フ ロ ン サ イ ド SC ( フ ロ ア プル)
う ど ん こ 病 イ ン ダー フ ロ ア プル， オ ー シ ャ イ ン水和剤

カ キ 灰色か び病 ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル
黒星病 ベル ク ー ト 水和剤
落葉病 DF-261 水和剤， ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル， デ ラ ン フ ロ ア プル， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル

炭痘病 DF-261 水和剤， デ ラ ン フ ロ ア プル
う ど ん こ 病 DF-261 水和剤， ア ミ ス タ ー 10 フ ロ ア プル

リ ン ゴ 赤星病 SF-9607 水和剤， パル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル
斑点落葉病 UBF-307 SC， YF-5610 フ ロ ア プル， ノ { )レ ノ ッ ク ス フ ロ ア プル， プ リ ン ト フ ロ ア プル 25，

ヨ ネ ポ ン水和剤
褐斑病 ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア プル， ノfル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル， フ リ ン ト フ ロ ア プル 25
黒点、病 DF-261 水和剤， YF-5610 フ ロ ア プル， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル

黒星病 SF-9607 水和剤， ア ン ト ラ コ ー ル頼粒水和剤， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル， プ リ ン ト フ ロ ア
プル 25， ヨ ネ ポ ン水和剤

モ ニ リ ア病 (予防効果) オ ー シ ャ イ ン水和剤
輪紋病 DF-261 水和剤， キ ン セ ッ ト 水和剤 80， コ サ イ ド DF (頼粒水和剤) ス ト ロ ビー ド ラ イ フ ロ ア

プル
す す 点 ・ す す斑病 DF-261 水和剤， オ ー シ ャ イ ン水和剤， パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル
炭痘病 プ ラ タ ン フ ロ ア プル
う ど ん こ 病 SF-9607 水和剤

オ ウ ト ウ 灰星病 オ ー シ ャ イ ン水和剤， パ ス ワ ー ド 頼粒水和剤， プ ラ タ ン フ ロ ア プル

せ ん 孔病 ト ッ プ ジ ン M ゾル

カ ン キ ツ か い よ う 病 IC ボ ル ド ー 412， IC ボル ド ー 66 D
灰色か び病 ESF-950 く ん煙穎粒， ス イ ッ チ頼粒水和剤
そ う か病 ベ ン コ ゼ プ WDG
炭痘病 ジ マ ン ダイ セ ン水和剤
貯蔵病害 (紬腐病) ベ ノレ タ ー ト フ ロ ア プル

ビ ワ 灰色かぴ病 ベル ク ー ト 水和剤
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作物名 病害名 薬 剤 名

チ ャ 褐色円星病 イ ン ダー フ ロ ア プノレ
も ち 病 TMF-941 EW 
輪斑病 ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル
新橋枯死症 KF-28 フ ロ ア プル， ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル， ベル ク ー ト フ ロ ア プル
炭痘病 TMF-941 EW， ア ミ ス タ ー 20 フ ロ ア プル， カ ス ミ ン ボ ル ド ー， ベル ク ー ト フ ロ ア プル

シ パ ダラ ー ス ポ ッ ト 病 DF-284 水平日剤， NO]-1 12 MEC (液剤) ， パ シパ ッ チ粒剤
フ ェ ア リ ー リ ン グ病 タ ー フ ト ッ プ ド ラ イ フ ロ ア プル， タ フ シ ー ノ f フ ロ ア プノレ， ポ リ オ キ シ ン Z ド ラ イ フ ロ ア プ

ノレ
疑似葉腐病 (春 は げ症) セ ン チ ネ ノレ頼粒水和剤， ワ ンパ ッ ト 水和剤
疑似葉腐病 ( イ エ ロ ー パ ッ チ ) エ イ ゲ ン水和剤， モ ノ ク タ ジ ン フ ロ ア プル
疑似葉腐病 (象の足跡) ワ ンパ ッ ト 水和剤
葉枯病 DF-284 水和剤， NO]- ll2 MEC (液剤) ， セ ン チ ネ ノレ頼粒水和剤， パ シ パ ッ チ粒剤
葉腐病 ( ブ ラ ウ ンパ ッ チ ) NNF-9661 フ ロ ア プノレ
葉腐病 ( ラ ー ジパ ッ チ ) SF-9607 水和剤， へ リ テ ー ジ穎粒水和剤
炭痘病 タ ー ブ ト ッ プ ド ラ イ フ ロ ア プル
立枯病 ( テ イ ク オ ー ルパ ッ チ ) ト ッ プテ ィ 水和剤

落葉果樹 を対象 に 52 薬剤 324 試験が実施 さ れた . 昨年同様 プ ド ウ の試験がナ シ を 上 回 り ， 落葉果樹全体の 32% を 占 め た . ま た ， ブ ド
ウ の べ と 病に対 し て 実用性あ り と 判定 さ れた剤 は新規化合物のべ と 病専用剤が多 か っ た . プ ド ウ の 灰色 か ぴ病 に 対 し く ん煙処理の 2 剤
に， ま た ア ン ズ や ウ メ の 各種病害 に対 し で も 延べ 5 剤 に 実用性あ り の判定が出 さ れ る な ど生産者 に と っ て は朗報 と な っ た . ナ シ， ブ ド
ウ の 白紋羽病 に対 し て B]L-861 ， フ ロ ン サ イ ド が実用性あ り の判定 を 受 け た . リ ン ゴ ・ オ ウ ト ウ を対象 に 29 薬剤 181 試験が実施 さ れ た .
パ ル ノ ッ ク ス フ ロ ア プル は 水和剤 か ら の剤型変更， DF-261 は 既登録剤の混合剤であ る . SF-9607 は 新規化合物で抗菌活性が幅広 く 落葉
果樹 も 含め 多 く の対象 に つ い て 実用性あ り と 判定 さ れた . カ ン キ ツ ・ ビ ワ ・ キ ウ イ フ ル ー ツ を対象 に 18 薬剤 65 試験が実施 さ れ た . 委
託薬剤， 試験数 と も に減少 し ， 実用性あ り の判定 も 8 薬剤j に 出 た の み と な っ た . チ ャ を対象 と し た 試験 は 12 薬剤 58 試験が実施 さ れた .
ア ミ ス タ ー フ ロ ア プル は 3 病害 に対 し 実用性あ り . TMF-94 1 EW の有効成分 は新規化合物の テ ト ラ コ ナ ゾー ルで， コ ム ギや シ パ に 対 し
て 既登録 と な っ て い る . シパ を対象 と し た 試験 は 19 薬剤 146 試験が実施 さ れた . 新規化合物 を 含む薬剤 は 4 薬剤l で委託薬剤jの減少が目
立 っ た.

表 - 11 平成 10 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 (殺菌剤 ・ 生物段薬連絡試験)

作物名 病害名 薬 剤 名

キ ュ ウ リ ズ ッ キ ー ニ 黄斑モ ザイ ク ウ イ ル ス ZY 95 ワ ク チ ン

キ ャ << ツ 軟腐病 バイ オ キ ーパー水和剤

タ マ ネ ギ 軟腐病 バ イ オ キ ー パー水和剤

ト マ ト 青枯病 HT-9601 セ ル成型育苗培土

イ チ ゴ 炭痘病 IK - 153 水平日剤

シノ て 葉腐病 ( ラ ー ジ パ ッ チ ) DF-482 

本年度 は 8 薬剤 54 試験が実施 さ れた . 平成 9 年 に 登録 さ れ た バ イ オ キ ーパー水和剤 に 2 作物が追加 さ れた ほ か， 4 薬剤 に つ い て 本年
初 め て 実用性あ り と 判定 さ れ た . 新 た に イ ネ の種子消毒 と し て の CAB-02 や キ ュ ウ リ ， イ チ ゴ等 の う ど ん こ 病 に対す る NC-220 と い っ
た剤 も 加わ り ， 今後 も 開発が進 む も の と 期待 さ れ る .

表 ー 12 平成 10 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 : イ ネ ・ ム ギ)

作物名 | 害虫名

イ ネ | ウ ン カ 類

ヨ コ バ イ 類
カ メ ム シ類
イ ナ ゴ類
イ ネ ア ザ ミ ウ マ
ニ カ メ イ チ ュ ウ
コ プ ノ メ イ ガ

薬 剤 名

TI-435 粉剤 DL， ア ク タ ラ 箱粒邦U， ア ク タ ラ 粒邦U 5， ア ド マ イ ヤ ー 水和剤 (湛水直播) ， プ リ
ン ス 粒剤
MTI-446 粒剤 1， ア ク タ ラ 箱粒剤， ト レ ポ ン MC
RYI-210 粉河U DL， ト レ ボ ン MC
TI-435 粉河U DL， デ ラ ウ ス プ リ ン ス 粒剤 10
MR ジ ョ ー カ 一 DL 粉剤， プ リ ン ス 粒剤
ST-961 粒剤， デ ラ ウ ス プ リ ン ス 粒剤 10， ラ ン ナ ー粉剤 DL， ルー パ ン フ ロ ア プル
Dr. オ リ ゼ プ リ ン ス 粒剤 10， ラ ン ナ ー粉剤 DL， ノレ ー パ ン フ ロ ア プル

一一一 23 一一



104 植 物 防 疫 第 53 巻 第 3 号 (1999 年)

作物名 害虫名 薬 剤 名

イ ネ イ ネ ッ ト ム シ ア ミ ス タ ー プ リ ン ス 粒剤， プ リ ン ス 粒剤， ラ ン ナ ー 粉剤 DL
フ タ オ ピ コ ヤ ガ ラ ン ナ ー粉剤 DL
イ ネ ド ロ オ イ ム シ 0971 箱粒剤， NC- 1 l 10 フ ロ ア プル， NC-502 粒剤， NO]-109 粒剤， OK-9804 粒剤， TI-435 

粉剤 DL， ア ク タ ラ 箱粒剤， パ ダ ン SG 水溶剤， ベ ス ト ガ ー ド 粉河U DL
イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ 0971 箱粒斉IJ， NC- 1 l 10 フ ロ ア ブノレ， NC-502 粒剤， OK-9804 粒剤， ST-961 粒剤， ア ク タ

ラ 箱粒剤
ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ KI-73 粒剤

イ グサ イ グサ シ ン ム シ ガ ロ ム ダ ン ゾル

平成 10 年度 は前年 よ り 若干少な し 81 薬剤が依頼 さ れ， 延べ 461 件の試験が受託 さ れた . 本年， 単剤で初 め て 実用性あ り の判 定 を 受
け た 化合物 は ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ コ プ ノ メ イ ガ ・ イ ネ ッ ト ム シ に対す る フ ァ ル コ ン フ ロ ア プル と ラ ン ナ ー 粉河U LO， ヨ コ バ イ 類 に 対 す る
MTI-446 粒剤 1， ウ ン カ 類 ・ ヨ コ バ イ 類 ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ に対す る ア ク タ ラ 箱粒剤， カ メ ム シ類 に対す る RYI-21O
粉剤の 四 つ であ っ た . 全体 と し て は前年 に 引 き 続 き ， プ イ プ ロ ニ ルや ジ ク ロ シ メ ッ ト な ど長期残効性 を 有す る 薬剤 と の混合剤が多 か っ
た . 施用 法 と し て は育苗箱処理が 18 剤， 延べ 35 品 目 に 実用性判定 さ れ る な ど依然多か っ た. 乗用管理機対応の 高濃度少量散布 に も 5 剤，

延べ 10 品 目 が実用性あ り と な り ， 新た な稲作防除の 方向性 と し て 期待 さ れ る .

表 -13 平成 10 年度総合判定で実用性 あ り と 判定 さ れた 薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 : 野菜 ・ 花 き 関係)

作物名 害虫名 薬 剤 名

ト ウ モ ロ コ シ ア ブ ラ ム シ 類 モ ス ピ ラ ン水溶剤l

ノ f レ イ シ ョ ア プ ラ ム シ類 OK-9805 粒剤， TI-435 粒剤， ZK-564 フ ロ ア プル， ア ク タ ラ 穎粒水溶剤
テ ン ト ウ ム シ ダマ シ MBI-951 Sp， モ ス ピ ラ ン水溶剤

カ ン シ ョ ナ カ ジ ロ シ タ ノ f マ ッ チ乳剤
コ ガ ネ ム シ類 ア ク タ ラ 粒剤 5

ヤ マ ノ イ モ ヤ マ ノ イ モ コ ガ ガー ド ジ ェ ッ ト 水和剤， ボ ル テ ー ジ乳剤
コ ガ ネ ム シ 類 ダイ ア ジ ノ ン SL 、ノノレ A

サ ト イ モ ア ブ ラ ム シ類 ア ド マ イ ヤ ー l 粒剤

ダイ ズ カ メ ム シ類 MR ジ ョ ー カ 一 DL 粉剤
マ メ シ ン ク イ ガ YIF-6031 粉剤 DL， ト レ ポ ン MC
ダイ ズ サ ヤ タ マ パエ パイ ジ ッ ト 粉剤 2 DL

テ ン サ イ ヨ ト ウ ム シ サ イ ハ ロ ン乳剤， ノ ー モ ル ト 乳剤
テ ン サ イ ト ヒ。 ハ ム シ MBI-951 SP 
カ メ ノ コ ノ 、 ム シ サ イ ハ ロ ン乳剤

サ ト ウ キ ビ コ ガ ネ ム シ類 OK-9805 粒剤， ラ ン ダイ ヤ粒剤
ハ リ ガ ネ ム シ OK-9805 粒剤， ラ ン ダイ ヤ粒剤

イ チ ゴ ア プ ラ ム シ類 リ ゲ ノ ン粒剤
ミ カ ン キ イ ロ ア サ作 ミ ウ マ ア タ プ ロ ン乳剤， オ ン コ ル粒剤 5， マ ッ チ乳剤
ハ ス モ ン ヨ ト ウ MSSK-7001 水和剤， ラ ー ビ ン フ ロ ア プル
ハ ダニ類 NC- 1 l 1 1 フ ロ ア プル， オ サ ダ ン フ ロ ア プル
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤

ナ ス ア プラ ム シ類 MTI-446 水溶剤 (頼粒) ， ア ク タ ラ 粒朔IJ 5， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ハ チ ハ チ乳剤
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ハ チ ハ チ 乳剤， ア ク タ ラ 粒剤 5， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤j
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ハ チ ハ チ乳剤
ハ ス モ ン ヨ ト ウ MSSK-7001 水和剤， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル
マ メ ハ モ グ リ ノ fエ ア ク タ ラ 粒剤 5
ハ ダニ類 IKH145 MC 粒剤， RM-131 A・乳剤， SI-9715 エ ア ゾー ル， ア フ ァ ー ム 乳剤， カ ス ケ ー

ド 乳剤
チ ャ ノ ホ コ リ ダニ ノ 、 チ ハ チ 乳剤
ネ コ プセ ン チ ュ ウ IKH 145 粒剤 1 . 5
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作物名

ト マ ト

ピ ー マ ン

キ ュ ウ リ

メ ロ ン

ス イ カ

ダイ コ ン

ハ ク サ イ

キ ャ ベ ツ

プ ロ ッ コ リ ー
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害虫名

ア プ ラ ム シ類
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

タ ノ T コ コ ナ ジ ラ ミ

ア ザ ミ ウ マ類
ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ハ ス モ ン ヨ ト ウ
オ オ タ ノ f コ ガ
マ メ ハ モ グ リ パエ
ネ コ プセ ン チ ュ ウ

ア プ ラ ム シ類
ノ 、 ス モ ン ヨ ト ウ
タ ノ f コ カ.

ア ブ ラ ム シ類
タ ノ て コ コ ナ ジ ラ ミ
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ハ ダニ類
ネ コ プセ ン チ ュ ウ

ア ブ ラ ム シ類
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
ネ コ プ セ ン チ ュ ウ

ア プ ラ ム シ類
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ
ハ ダニ類

ア プラ ム シ類
コ ナ ガ

ア オ ム シ

ネ キ リ ム シ
ヨ ト ウ ム シ
キ ス ジ ノ ミ ハ ム シ

ア プ ラ ム シ類
コ ナ ガ

ア オ ム シ

ヨ ト ウ ム シ

ア ブ ラ ム シ類
コ ナ ガ

ア オ ム シ

ヨ ト ウ ム シ

ノ 、 ス モ ン ヨ ト ウ

コ ナ ガ
ア オ ム シ
ヨ ト ウ ム シ

薬 剤 名

モ ス ピ ラ ン液剤
MT[-446 粒剤 1， ノ 、 チ ハ チ 乳剤
MT[-446 水溶剤 (頼粒) ， ス ミ ロ デ ィ ー乳剤
モ ス ピ ラ ン水溶剤
ベ ス ト ガー ド 水溶剤
カ ス ケ ー ド 乳剤， マ ッ チ 手L1\IJ
ク オ ー ク 液剤， セ レ ク ト ジ ン水和剤
デノレ フ ィ ン 水和剤， フ ァ ル コ ン フ ロ ア プル
ハ チ ハ チ乳剤
M-030 粒剤 N， 5MC 剤， ルー ト ガー ド 油剤

OK-9402 粒剤， チ ェ ス 粒剤
ア タ プ ロ ン乳剤
TG-9601 

T[-435 粒剤， ア ク タ ラ 粒剤 5， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ハ チ ハ チ 乳剤
ア ク タ ラ 粒剤 5
ハ チ ハ チ 乳剤， MT[-446 水溶剤 (頼粒) ， ハ チ ハ チ 乳剤
オ サ ダ ン フ ロ ア プル， カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル

F 67825 MC 粒剤， M-020 位剤 N， 5MC 剤

T[-435 粒剤， ア ク タ ラ 粒剤 5， ア ク タ ラ 穎粒水溶剤， チ ェ ス 水和剤
ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ア フ ァ ー ム 乳剤
[K[- 1 145 粒剤 1 . 5

OK-9402 粒剤
ア フ ァ ー ム 乳剤
カ ス ケ ー ド 乳斉IJ
NC-l l l l フ ロ ア プル

ハ チ ハ チ乳剤
5-[538 ド ラ イ フ ロ ア プル， TG-9601， エ ス マ ル ク DF， デ ル フ ィ ン水和剤， バ イ オ ッ シ

ュ フ ロ ア プル， ハ チ ハ チ 乳剤
5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， TG-9601 ， エ ス マ ノレ ク DF， ノ fイ オ ツ シ ュ フ ロ ア プル， ハ チ

ハ チ 乳剤
OK-9805 粒剤
ト ル ネ ー ド フ ロ ア プル

MT[-446 粒剤 1， NC-503 位剤， OK-9805 粒剤， ハ チ ハ チ乳剤

ハ チ ハ チ乳剤
M55K-7001 水和剤， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， TG-9601 ， ク オ ー ク 液剤， チ ュ ー レ ツ
ク ス 水和剤， ハ チ ハ チ乳剤
OK-9805 粒剤， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， TG-9601， ク オ ー ク 液剤， チ ュ ー レ ッ ク ス 水

和剤， ハ チ ハ チ乳剤
MBI-951 5P， 5-1329 ド ラ イ フ ロ ア プル， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， エ ス マ ル ク DF，

ク オ ー ク 液剤

NNI-9768 水溶剤， OK-9805 粒剤， ハ チ ハ チ 乳剤
M55K-7001 水和剤， MT[-446 粒剤 1， NC-503 粒剤， OK-9805 粒剤， 5-1538 ド ラ イ フ
ロ ア プル， ク オ ー ク 液剤， ハ チ ハ チ乳剤
M55K-7001 水和剤， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， TG-9601， ク オ ー ク 液剤， ハ チ ハ チ乳
1\IJ 
MB[-951 5P， M55K-7001 水和剤， 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル， ク オ ー ク 液剤， ト ル ネ ー
ド フ ロ ア プノレ， フ ァ ル コ ン フ ロ ア プル
M55K-7001 水和1甲U， チ ュ ー レ ッ ク ス 水和剤， ト ノレ ネ ー ド フ ロ ア プル

モ ス ピ ラ ン粒剤
エ ス マ ル ク DF
MB[-951 5P 
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作物名 害虫名 薬 剤 名

チ ン ゲ ンサ イ ア ブ ラ ム シ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤
コ ナ ガ エ ス マ ル ク DF， ゼ ン タ ー リ 穎粒水和剤

ネ ギ ネ ギ ア ザ ミ ウ マ ア ド マ イ ヤ ー フ ロ ア プル， ガ ゼ ッ ト 粒剤， ス テ ッ ド 粒剤

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ コ テ ツ フ ロ ア プル， ト ル ネ ー ド フ ロ ア プル， マ ッ チ乳剤

ネ ギノ 、 モ グ リ パエ ガ ゼ γ ト 粒剤， ス テ ッ ド 粒剤， ベ ス ト ガ ー ド粒剤
タ マ ネ ギパエ デ ミ リ ン水車日剤

タ マ ネ ギ ネ ギ ア ザ ミ ウ マ マ プ リ ッ ク EW

ニ ン ニ ク ネ ギ コ ガ ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤

ア ス ノ f ラ ガ ス ハ ス モ ン ヨ ト ウ ゼ ン タ ー リ 頼粒水和剤l

ニ フ ア ブラ ム シ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤

レ タ ス ア ブ ラ ム シ類 モ ス ピ ラ ン粒剤
ネ キ リ ム シ サ ン メ ボ ン
ハ ス モ ン ヨ ト ウ ア フ ァ ー ム 乳剤， カ ス ケ ー ド 乳剤， セ レ ク ト ジ ン水和剤

カ モ ミ ー ル ア ブ ラ ム シ類 GL-27 (液剤)

ニ ン ジ ン ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ IKI-1 145 粒剤 1 . 5

ゴ ボ ウ ネ キ リ ム シ ガ ー ド ベ イ ト A
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ IKI-1145 粒剤 1 . 5

ホ ウ レ ン ソ ウ ア ブ ラ ム シ類 マ リ ッ ク ス 乳剤， モ ス ピ ラ ン水溶剤

シ ュ ン ギ ク マ メ ハ モ グ リ パエ ア フ ァ ー ム 乳剤， カ ス ケ ー ド 乳剤

セ ン ブ リ シ ク ラ メ ン ホ コ リ ダニ サ ン マ イ ト フ ロ ア プル

ラ ッ キ ョ ウ ネ ダニ類 IKI-1145 粒剤 1 . 5

パ セ リ ハ ス モ ン ヨ ト ウ デル プ イ ン頼粒水和剤

キ ク ア ブ ラ ム シ類 F 35001 粒剤， ハ チ ハ チ乳剤
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ハ チ ハ チ 乳剤， マ ッ チ乳剤
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ハ チ ハ チ乳剤
ハ ス モ ン ヨ ト ウ ロ ム ダ ン フ ロ ア プル
マ メ ハ モ グ リ ノ fエ ベ ス ト ガ ー ド 粒剤
ノ 、 ダニ類 カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ キ ルパー液剤

カ ー ネ ー シ ョ ン ア ザ ミ ウ マ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤
ノ 、 タ'ニ類 カ ネ マ イ ト フ ロ ア プル

ス ト ッ ク コ ナ ガ ア フ ァ ー ム 乳剤

宿根ア ス タ ー ヨ メ ナ ス ジハ モ グ リ パエ ト レ ボ ン乳剤

ポ イ ン セ チ ア タ ノ T コ コ ナ ジ ラ ミ ア プロ ー ド エ } ス フ ロ ア プル

ユ リ ア ブ ラ ム シ類 0941 AE 

リ ン ド ウ リ ン ド ウ ホ ソ ハ マ キ ラ ー ピ ン フ ロ ア プル
ノ 、 ダニ類 ア ニパー ス MC

ス タ ー チ ス シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ カ ス ケ ー ド 乳剤

ノ てゐ τー7 ア プ ラ ム シ類 ベ ス ト ガー ド粒剤

ツ ツ ジ ツ ツ ジ グ ンノ f イ F 35001 粒剤， モ ス ピ ラ ン粒剤

サ ツ キ ツ ツ ジ グ ンノ Tイ モ ス ピ ラ ン粒剤

ツ ノ Tキ チ ャ ド ク ガ ト レ ポ ン MC

サ ク ラ ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ ト レ ボ ン MC， マ ト リ ッ ク フ ロ ア プル

マ ツ ア ブ ラ ム シ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤

ア メ リ カ フ ウ ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ TMI-9621 
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平成 10 年度委託試験で注 目 さ れた 病害虫防除薬剤

作物名 | 害虫名 | 薬 剤 名

マ キ | ア ブ ラ ム シ類 | モ ス ピ ラ ン液剤

107 

平成 10 年度 は 151 剤の依頼があ り ， オ オ タ バ コ ガ特別連絡試験 109 件 を含め延べ 1 ， 70 1 件の試験が受託 さ れた . 薬剤数， 試験件数 と
も 前年 と 悶様であ っ た . 本年初 め て 実用性あ り の判定 を 受 け た 化合物 は NNI-9768， NC- l 1 1 1 ， M-03仏 RM-131 A， 5-1538， ア ク タ ラ
の六つ で あ っ た . 品 目 か ら 見 る と 主要作物がほ と ん ど で， 登録農薬がな いか少な い 品 目 で は ア ス パ ラ ガ ス のハ ス モ ン ヨ ト ウ ， ス イ カ の
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ， カ モ ミ ー ル の ア プ ラ ム シ類， セ ン プ リ の シ ク ラ メ ン ホ コ リ ダニ， パ セ リ の ハ ス モ ン ヨ ト ウ ， 宿根ア ス タ ー の ヨ メ
ナ ス ジ ハ モ グ リ パエ ， ス タ ー チ ス の シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ， シ ュ ン ギ ク の マ メ ハ モ グ リ パエ ， ア メ リ カ フ ウ の ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ に実用
性あ り の判定が出 さ れた . 果菜類で は前年 に 引 き 続 き ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ や タ バ コ ガ類 な ど の大型鱗麹 自 に対す る 試験がナ ス 科作物 を 中
心 に 実施 さ れて い た . ま た ， そ れ ら の ほ と ん ど が IGR 剤や Bt 剤であ り ， 天敵導入時の鱗麹 目 害虫防除 に も 期待が持た れ る と こ ろ であ
る . 平成 10 年夏 に 新規登録 と な っ た マ ッ チ 乳剤 は今年度 も 試験が進 め ら れ， カ ン シ ョ ， イ チ ゴ， ト マ ト ， ネ ギ， キ ク で実用性あ り と 判
定 さ れた.

表 -14 平成 10 年度総合判定で実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 ・ 抜粋 (殺虫剤 : 連絡試験 ・ 除生物農薬)

作物名 害虫名 薬 剤 名

ナ シ ニ セ ナ シ サ ピ ダニ オ サ ダ ン フ ロ ア プル
ア プラ ム シ類 N NI -9768 水溶剤， ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤
ハ ダニ類 NC- l 1 1 1 フ ロ ア プル， ハ ーベ ス ト オ イ ル乳剤
ナ ミ ハ ダニ コ テ ツ フ ロ ア プル

モ モ カ メ ム シ類 ア ド マ イ ヤ ー水和剤
シ ン ク イ ム シ類 0831 水和頼粒， ス ピ ノ エ ー ス フ ロ ア プル
モ モ ハ モ グ リ ガ MR. ジ ョ ー カ ー水和剤， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ア ド マ イ ヤ ー穎位水和剤l
モ モ サ ピ ダニ ノ f ロ ッ ク フ ロ ア プル

ア プ ラ ム シ類 ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤
ハ ダニ類 NC- l l l l フ ロ ア プル
ハ マ キ ム シ類 ア タ プ ロ ン 5C

ウ メ ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ ア プ ロ ー ド フ ロ ア プル
ア プ ラ ム シ類 ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤

プ ド ウ ウ ス ミ ド リ メ ク ラ ガ メ マ プ リ ッ ク 水利剤 20
コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 ベ ス ト ガ ー ド 水溶剤， モ ス ピ ラ ン水溶剤l

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ア ド マ イ ヤ ー頼魅水和剤
ハ ダニ類 コ テ ツ フ ロ ア プル， コ ロ マ イ ト 水和剤

カ キ カ キ ノ へ タ ム シ ガ ガー ド ジ ェ ッ ト 水和剤
イ ラ ガ類 ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤
コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 ハ ーベ ス ト オ イ ル
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤， コ テ ツ フ ロ ア プル

リ ン ゴ キ ン モ ン ホ ソ ガ MTI-446 水溶剤 (頼粒) ， ア ド マ イ ヤ ー穎粧水和剤
リ ン ゴハ ダニ NC- l l l l フ ロ ア プル
ナ ミ ハ ダニ NC-l l l l フ ロ ア プル， オ サ ダ ン フ ロ ア プル

ア プ ラ ム シ類 ア ド マ イ ヤ ー穎粒水和剤

ハ マ キ ム シ類 デル フ ィ ン DF

オ ウ ト ウ ハ ダニ類 NC- l l l l フ ロ ア プル， オ サ ダ ン フ ロ ア プル

カ ン キ ツ ツ ノ ロ ウ ム シ モ ス ピ ラ ン水溶剤
ル ビ ー ロ ウ ム シ ア ク タ ラ 頼粒水溶剤
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ア フ ァ ー ム 乳剤

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ア ク タ ラ 頼粒水溶剤
ミ カ ン ハ モ グ リ ガ ア ク タ ラ 穎粒水溶剤
ケ シ キ ス イ 類 HOI-9704 水和剤
コ ア オ ハ ナ ム グ リ HOI-9704 水和剤
ゴ マ ダ ラ カ ミ キ リ ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， モ ス ピ ラ ン水溶剤
ミ カ ン ハ ダニ AGI-971 頼粒水和剤， NC- l l l l フ ロ ア プル， RM-131 A 乳剤
ミ カ ン サ ピ ダニ オ サ ダ ン フ ロ ア プル， デ ミ リ ン水和剤

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 ア ク タ ラ 頼粒水溶剤
ア ゲハ類 モ ス ピ ラ ン水溶剤l
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作物名 害虫名 薬 剤 名

チ ャ ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ ア プ ロ ー ド エ ー ス フ ロ ア プル
チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ ノ fイ 51-9807 乳剤， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤tl， ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤， ハ チ ハ チ 乳剤

ウ ス ミ ド リ メ ク ラ ガ メ ロ デ ィ ー乳剤
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 51-9807 乳剤， ア ク タ ラ 頼粒水溶剤， ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤， ハ チ ハ チ 乳剤

チ ャ ノ ホ ソ ガ ア ド マ イ ヤ ー頼粒水和剤， エ ス マ ル ク DF， ハ チ ハ チ 乳剤， ピ ル ク 和剤， マ イ ト ク リ ー ン

ヨ モ ギエ ダ シ ャ ク ト ル ネ ー ド フ ロ ア プル， プ ア ル コ ン フ ロ ア プル

カ ン ザ ワ ハ ダニ NC- l 1 1 1 フ ロ ア プル， ア ク テ リ ッ ク 乳剤

チ ャ ノ ナ ガ サ ピ ダニ ガ ンバ水和剤， ハ チ ハ チ乳剤
チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ 5-1538 ド ラ イ フ ロ ア プル

チ ャ ハ マ キ KM 301 水和剤， ア フ ァ ー ム 乳剤， フ ア ル コ ン フ ロ ア プル， マ ト リ ッ ク フ ロ ア プル

チ ャ ノ ホ コ リ ダニ ハ チ ハ チ 乳剤

シパ シ パ ッ ト ガ AC-9701 液剤， TG-9601 
タ マ ナ ヤ ガ ガ ー ド ワ ン水和剤， ゼ ン タ ー リ 頼粒水和剤， タ ー フ ル フ ロ ア プル
ス ジ キ リ ヨ ト ウ AC-9701 液剤， M55K-7001 水和剤， TG-9601 ， イ - )レ ダー頼粒水溶剤l
シ パオ サ ゾ ウ ム シ CG-234 頼粒水和剤
ミ ミ ズ糞塚形成限害 リ ラ ー ク DF
コ ガ ネ ム シ類 CG-234 頼粒水和剤， ダイ ア ジ ノ ン 5L ゾル A

平成 10 年度の落葉果樹農薬連絡試験で は 43 薬剤が依頼 さ れ， 延べ 253 件の試験が受託 さ れた . リ ン ゴ農薬連絡試験 で は 35 剤が依頼，

延べ 147 件が受託， カ ン キ ツ 農薬連絡試験で は 31 薬剤が依頼， 延べ 177 件が受託， 茶農薬連絡試験 で は 38 薬剤が依頼， 延べ 180 f牛が

受託， 芝草農薬連絡試験では 1 8 剤が依頼， 延べ 94 件が受託 さ れた . 前年 と 比べ薬剤数 は 少 な く な っ て い る も の の ， 試験数 は培 え て い
る . リ ン ゴ ・ チ ャ ・ シ パの各農薬連絡試験で は例年 と 比べて大 き な変化 は な か っ た が， 落葉果樹 で は 新規化合物の ア ブ ラ ム シ に対す る
試験件数が伸び， カ ン キ ツ 農薬連絡試験で は近年進展の見 ら れな か っ た ミ カ ン ハ ダニ に対 し て 3 剤が実用性判定 を 受 け て い た . こ の う
ち NC-11 1 1 フ ロ ア プル は新規化合物， AG1-971 頼粒水和剤 と RM-131 A 乳剤 は物理的作用 性 を 持 つ 剤 で あ り ， 薬剤抵抗性回避策のーっ
と し て有望 と 恩わ れ る . こ れ ま で登録農薬がな い か 少 な い品 目 で は ウ メ の ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ ， ブ ド ウ の ウ ス ミ ド リ メ ク ラ ガ メ ， カ
ン キ ツ の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， チ ャ の チ ャ ノ ナ ガサ ピ ダニ， シパの ミ ミ ズ で実用性あ り の判定が出 さ れた . ま た 平成 10 年春 に 登録
と な っ た エ ト キ サ ゾー ル を有効成分 と す る 薬剤lの パ ロ ッ ク フ ロ ア プルがモ モ の サ ピ ダニ に 実用性判定が認め ら れた .

表 - 15 平成 10 年度 に実用性あ り と 判定 さ れた薬剤 (殺虫剤 : 生物農業連絡試験)

作物名 害虫名 薬 剤 名

カ ン シ ョ コ ガ ネ ム シ類 5B-718 (寄生性線虫)

イ チ ゴ ア ザ ミ ウ マ 類 TAB-8 ( カ プ リ ダニ )
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ オ リ ス タ ー ( ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ )
ハ ダニ類 ス パ イ カ ル ( カ プ リ ダニ )

ナ ス ア プ ラ ム シ類 パー タ レ ッ ク 水和剤 (寄生性糸状菌)
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ス リ ポー ル ( ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ )
マ メ ハ モ グ リ パエ TMN-971 ( ヒ メ コ パチ， コ マ ユパチ )

ト マ ト コ ナ ジ ラ ミ 類 TAB-9 ( ツ ヤ コ パチ)
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ エ ル カ ー ル ( ツ ヤ コ パチ )
タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ エ ル カ ー ル ( ツ ヤ コ パチ )

ピ ー マ ン ア プ ラ ム シ類 カ ゲ タ ロ ウ ( カ ゲ ロ ウ ) ， パー タ レ ッ ク 水和剤 (寄生性糸状菌)
ア ザ ミ ウ マ 類 ス リ ポ ー ル ( ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ )

メ ロ ン ア プ ラ ム シ類 ア フ ィ パ ー ル ( ア プ ラ パチ )
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ク ク メ リ ス ( カ プ リ ダニ )

ス イ カ ア ブ ラ ム シ類 ア フ ィ パー ル ( ア プ ラ パチ )

プ ド ウ ハ ダニ類 ス パ イ デ ッ ク ス ( カ プ リ ダニ)

イ チ ジ ク ネ コ プセ ン チ ュ ウ パ ス ト リ ア 水和剤 (寄生性糸状菌)

カ ン キ ツ ゴ マ ダ ラ カ ミ キ リ 成虫 バ イ オ リ サ ・ カ ミ キ リ (寄生性糸状菌)

平成 10 年度 の生物農薬連絡試験で は前年並 み の 38 薬剤が依頼 さ れ， 延べ 115 件の試験が受託 さ れた. 本年度 も 施設の ナ ス 科作物 を
中 心 に 上記 19 品 目 が実用性あ り と 判定 さ れ， 統登録剤の適用作物の鉱大 も 見 ら れた . 本年初 め て 実用性あ り の判定 を 受 け た 種 は TAB-
8 の デ ィ ジ ェ ネ ラ ン ス カ プ リ ダニ ， TAB-9 と エ ル カ ー ルの サ パ ク ツ ヤ コ バチ， カ ゲ タ ロ ウ の ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ ， ス パ イ カ ル の ミ ヤ コ
カ プ リ ダニ の 四 つ で あ っ た .
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